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論文内容の要
〔目的〕
1::. 
国
健常成人の尺骨神経を電気刺激し，手の固有筋より活動電位を導出すると，まず， 運動神経の直接刺激
によるM波が現われる。刺激強度を高めていくと脊髄反射性の活動電位が認められるようになる。 この反
射波は， H波とは放電様式が著しく異なるので， Magladery (1950) は F 波と呼んで区日Ijしている。 H波
は詳細に検討し，その諸性質が明らかにされ， 1臨床上にもさかんに応用されている口しかし， F波に闘す
る報告は少く，その性質はあまり知られていない。この反射波を臨床診断の目的に応用するためには， ま
ず，その発現機序を明らかにする必要がある。そこで，この反射波の性質を検討して， H波との関係を追
求し，さらに，この発現機序を l j;jらかにする目的で研究を行なった Q
C)j法並び、に成績〕
症 例: 健常成人20例，脳性産性麻庫11例，脊髄性症性麻悼15例
検査方法: 肘関節部で経皮的に尺骨神経を，持続時間 1 msec の矩l~波這流で，毎秒 1 団連続繰り返
し刺激を行ない，表面電極を用いて第一背側骨問筋の活動電位を誘導 ti己以した。興奮伝導速度は，肘関節
部と手関節部の 2 点で刺激を行ない，その潜 11をの差と 2 点聞の距離となり算出した口 Motor unit の反射
性放電を検討する際には，同心双極針電極を用いた。
成績:
1) 健常成人ではM波より高闘値の反身、Jìl.tが出現する。治fI与は約 25 msec であり，必ずしも，紅回の
~ilJ激に対応して現われるのではなく，出羽頻度を刺激回数に対する百分率で表わすと， 40%以下の値をイえ
した。
2) 最も芳明に出現頗度の上昇を示すものは脊髄性感性麻婦で， 全例 10096の出現頻度を示した。出現
頻度が高くなるばかりでなく， しばしば， M波より閥値の低い反射波が出現する口
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3) 脳性産性麻庫では，意外に反射波の出現頻度が低率である J:bj合が多い。
4) 反射波の放電様式を，閥値の高低，および，刺激強度の変化に対する振巾の変化によって大別する
と 3 型に分類できる。 1 型 :H波と全く同じ様式を示す。 n 型: 1 型と同じく， M波より低闘値である
が， M波の振巾増大lこともなう振巾の減少の傾向が少く， M波の振巾が最大となっても消失しない。 目
型 :M波より高閣値であり，刺激を強くして， M波が最大振巾になっても消失しない。
5) 低|調値の反射波( 1 型， n 型)の求心線維の興奮伝導速度は， 同時に測定される迩勤線維の最大Bul1
奮伝導速度よりも速く，高闘値の反射波(目型)のそれはおそし、。 潜時は両者の間に有志の差は認められ
なかった D
6) 脊髄性産性麻庫においては， 膿反射克進が進むにしたがって， 電気刺激による反射波の放電様式
は，順次目型， n 型， 1 型と変化してし 1 く。
7) Motor unit の反射性放電の様式に 2 つの型が存在することを実証した。 すなわち， 低閥値の求心
線維を介するもの(低闘値型と呼ぶ)と高閲値の求心線維を介するもの(高闘値型と呼ぶ)である。
〔総括〕
低闘値型の反射性放電を示す Motor unit が大部分を占める l時には， 表面電極で誘導すると反射波は I
型の放電様式をとり，高閲値型の放電が大部分を占める時には， 反射波が E 型の放電株式を表わすことは
容易に想像される。また，低閥{直型と高閣値型が1.昆在する場合には E 型の放電様式を示すのであろう。脊
髄性llif性麻庫において，臆反射の克進が進むにつれて， 反射波の放電様式が，順次， 目:型， n 型， IW と
変化することは， 運動細胞に対する中枢抑制が弱くなるにしたがって，高閲値型の反射性放電を示してい
た Motor unit が減少し，低闘値型を示すものが増加することを表わしている口 IjJ枢抑制が強いi易合に運
動細胞を発火させるには多数の求心線維からの impulse を要し，太い求心線維だけの impulse では興奮
しないが， 刺激を強くして細い求心線維も興奮するようになると，この impulse が加重されて， はじめ
て発火する。したがって， Motor unit は高閲値型の反射性放電を示す。 中枢抑制経路が障害され， 運動
細胞に対する抑制が弱くなると， 低闘値の太い求心線維だけの impulse によって運動細胞が発火し，
Motor unit 低闘値型の反射性放電を示すようになる。以上の結果から考えると， Magladery が F波と名
付けた反射波は，本質的には，下腿三頭筋ーなどにみられる H波と同じ J性質のものであろう。 ただ，それら
に関係する運動細胞の興奮性の差異と， 混合神経である末梢神経を電気刺激するという子段との相互関係
によって，一見，全く異った放電様式を示すものと思われる口
論文の審査結果の要旨
本論文は尺骨神経の電気刺激によって第一背側骨問筋に l誌発される反射波の生理学的研究であり， これ
を基礎として前角細胞の単シナップス反射に対する興禽性を評価する簡便な診断法を確立した。
1) 健常成人においては，いわゆる F波が出現するが， 態性麻庫忠、者においては H波に類似した反射波
が見出されることを明らかにし， これらの反射波を出現様式に従って 3 型に分類した口反射波の出現頻
度，潜H寺，求心性線維の興奮伝導速度， 出現様式と腿反射との関係を追求し，さらに，運動単位の反射性
放電様式を検討ーした結果，前角細胞の単シナップス反射に対する興奮牲が低いときには， F波の放電様式
??っ“
をぷし，高くなるに従って， H波により近い放電様式を示すことを証明した。したがって， この両者の生
理学的意義に本質的な相違のないことを明らかにした。
2) この反射波の出現様式によって， 前角細胞の単シナップス反射に対する興奮性を定性的に表現する
ことが可能であり，この方法を用いた脊髄反射に関する診断法は， 従来より同目的に用いられている H波
の闘値，および，凶復曲線を利用する定量的な診断法に比し簡便な方法である。
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